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須
弥
座
に
つ
い
て
片
岡　
直
樹
　
　
　
一
、「
須
弥
座
」
の
語
義
　
今
日
一
般
に
須
弥
座
と
呼
ば
れ
る
仏
像
の
台
座
は
、
ふ
つ
う
四
角
い
箱
形
の
腰
部
の
上
下
に
幅
の
広
い
框
を
設
け
た
形
式
の
も
の
を
い
い
、
こ
れ
を
須
弥
壇
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
形
式
の
台
座
は
す
で
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ
な
ど
初
期
の
仏
教
美
術
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
中
国
や
朝
鮮
に
も
多
く
の
作
例
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
推
古
天
皇
の
三
十
一
年
（
六
二
三
）
に
完
成
し
た
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
（
図
１
）
の
台
座
が
代
表
的
な
遺
例
で
、
そ
の
正
面
観
か
ら
宣
字
座
（
宣
字
形
台
座
）
と
も
呼
ば
れ
る
そ
の
形
式
は
飛
鳥
後
期
の
法
輪
寺
薬
師
如
来
像
（
図
２
）、
白
鳳
期
の
當
麻
寺
金
堂
弥
勒
仏
像
、
天
平
初
期
の
薬
師
寺
金
堂
薬
師
如
来
像
の
台
座
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
　
一
般
に
須
弥
座
は
そ
の
呼
び
名
の
と
お
り
仏
教
の
世
界
山
で
あ
る
須
弥
山
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
試
み
に
こ
の
須
弥
座
に
つ
い
て
手
元
に
あ
る
辞
典
を
引
く
と
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
　
①
『
大
漢
和
辞
典
』「
須
弥
座
」
項
（
１
）
　
　
須
弥
壇
と
も
い
ふ
。
形
、
須
弥
山
に
象
り
、
中
細
い
台
座
。
其
の
上
に
本
尊
を
安
置
す
る
。
　
②
『
広
辞
苑
』「
須
弥
壇
」
項
（
２
）
　
　
寺
院
の
仏
殿
の
、
仏
像
を
安
置
す
る
壇
。
須
弥
山
に
か
た
ど
っ
た
と
い
う
。
四
角
・
八
角
・
円
形
な
ど
が
あ
り
、
木
・
土
な
ど
で
つ
く
る
。
須
弥
座
。
仏
座
（
ほ
と
け
の
ざ
）。
　
③
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』「
須
弥
壇
」
項
（
３
）
　
　
須
弥
山
に
象
れ
る
壇
。
即
ち
木
又
は
金
石
等
を
以
て
須
弥
山
形
の
壇
を
作
り
、
仏
像
を
安
置
す
る
を
云
ふ
。
但
し
須
弥
頂
上
は
所
謂
利
天
宮
の
所
在
処
な
る
が
故
に
、
帝
釈
天
の
之
に
坐
す
る
は
其
の
理
あ
り
と
雖
も
、
之
を
仏
の
所
在
処
と
な
す
に
関
し
て
は
古
来
未
だ
其
の
説
を
見
ず
。
或
は
仏
が
一
夏
利
天
に
上
り
て
母
の
為
に
説
法
せ
ら
れ
、
之
に
起
原
し
て
仏
像
が
始
め
て
彫
刻
せ
ら
れ
た
り
と
伝
へ
ら
る
ゝ
よ
り
、
須
弥
山
を
以
て
仏
座
と
な
す
に
至
り
し
も
の
か
。
或
は
大
智
度
論
第
八
に
蓮
華
座
は
梵
天
の
所
坐
な
る
も
、
仏
は
世
俗
に
隨
ふ
が
故
に
之
を
座
と
な
す
と
云
ふ
に
准
じ
、
須
弥
山
は
帝
釈
天
の
所
座
な
る
も
、
世
俗
に
隨
つ
て
亦
之
を
仏
の
座
所
と
な
し
た
る
も
の
か
。
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須弥座について
　
④
『
岩
波
仏
教
辞
典
』「
須
弥
壇
」
項
（
４
）
　
　
仏
教
寺
院
の
本
堂
な
い
し
諸
堂
の
正
面
に
据
え
て
、
そ
の
上
に
本
尊
そ
の
他
の
仏
像
を
安
置
す
る
大
型
の
壇
で
須
弥
山
を
象
っ
た
も
の
。
平
安
時
代
ま
で
は
四
角
の
箱
型
で
、
鎌
倉
時
代
に
禅
宗
の
渡
来
と
と
も
に
上
下
が
広
く
、
中
央
に
行
く
に
従
っ
て
幅
が
狭
ま
り
、
上
下
と
も　
段
に
変
１６
化
す
る
よ
り
象
徴
的
な
形
式
が
興
っ
た
。
そ
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
須
弥
山
は
本
来
帝
釈
天
王
の
所
住
の
処
で
あ
り
、
帝
釈
天
が
諸
天
の
帝
王
と
し
て
そ
の
威
徳
を
崇
め
ら
れ
る
の
に
な
ぞ
ら
え
て
、
人
天
の
法
王
で
あ
る
仏
の
尊
厳
を
示
さ
ん
と
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
須
弥
壇
の
用
語
は
近
世
に
は
い
っ
て
か
ら
の
も
の
ら
し
く
、
中
世
ま
で
は
〈
仏
壇
〉
と
称
し
て
い
る
。
　
こ
の
う
ち
、
ま
ず
①
の
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
の
説
明
は
簡
に
し
て
要
を
得
た
も
の
で
、
と
く
に
「
中
細
い
台
座
」
と
い
う
表
現
は
、
上
下
に
幅
の
広
い
框
を
広
げ
、
腰
部
の
細
い
須
弥
座
（
宣
字
座
）
の
特
徴
を
う
ま
く
言
い
表
し
て
い
る
。
た
だ
須
弥
山
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
形
、
須
弥
山
に
象
り
」
と
断
定
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
②
の
『
広
辞
苑
』
は
、「
須
弥
山
に
か
た
ど
っ
た
と
い
う
」
と
含
み
の
あ
る
言
い
方
を
し
て
お
り
、
そ
の
事
情
を
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
が
③
の
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
図２　法輪寺薬師如来像 図１　法隆寺金堂釈迦三尊像
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『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
は
、
冒
頭
で
は
「
須
弥
山
に
象
れ
る
壇
」
と
し
な
が
ら
も
、「
但
し
須
弥
頂
上
は
所
謂
利
天
宮
の
所
在
処
な
る
が
故
に
、
帝
釈
天
の
之
に
坐
す
る
は
其
の
理
あ
り
と
雖
も
、
之
を
仏
の
所
在
処
と
な
す
に
関
し
て
は
古
来
未
だ
其
の
説
を
見
ず
。」
と
疑
義
を
呈
し
、
さ
ら
に
は
「
或
は
仏
が
一
夏
利
天
に
上
り
て
母
の
為
に
説
法
せ
ら
れ
、
之
に
起
原
し
て
仏
像
が
始
め
て
彫
刻
せ
ら
れ
た
り
と
伝
へ
ら
る
ゝ
よ
り
、
須
弥
山
を
以
て
仏
座
と
な
す
に
至
り
し
も
の
か
。
或
は
大
智
度
論
第
八
に
蓮
華
座
は
梵
天
の
所
坐
な
る
も
、
仏
は
世
俗
に
隨
ふ
が
故
に
之
を
座
と
な
す
と
云
ふ
に
准
じ
、
須
弥
山
は
帝
釈
天
の
所
座
な
る
も
、
世
俗
に
隨
つ
て
亦
之
を
仏
の
座
所
と
な
し
た
る
も
の
か
。」
と
苦
し
い
解
釈
を
載
せ
て
い
る
。
　
す
な
わ
ち
須
弥
山
を
か
た
ど
っ
た
台
座
の
上
に
帝
釈
天
が
の
る
の
は
理
屈
に
合
う
が
、
そ
れ
以
外
の
仏
像
が
の
る
し
か
る
べ
き
理
由
は
見
あ
た
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
今
日
わ
れ
わ
れ
が
「
須
弥
座
」
と
呼
ぶ
台
座
が
須
弥
山
の
形
状
を
摸
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
④
の
『
岩
波
仏
教
辞
典
』
も
同
じ
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
・
中
国
美
術
の
研
究
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
に
対
す
る
確
か
な
解
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
こ
の
小
論
で
は
、
日
本
古
代
の
須
弥
座
の
用
語
例
お
よ
び
作
例
に
限
定
し
、
須
弥
座
の
諸
問
題
と
そ
の
形
状
が
も
つ
意
味
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
な
お
、
須
弥
座
は
須
弥
壇
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
①
〜
④
の
各
辞
典
に
も
そ
う
記
さ
れ
て
い
る
し
、
諸
書
に
み
る
仏
像
の
解
説
文
な
ど
に
は
須
弥
座
・
須
弥
壇
の
語
を
区
別
な
く
用
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
来
「
土
を
盛
り
上
げ
て
築
い
た
」
意
で
、「
祭
壇
」「
花
壇
」
等
か
な
り
の
広
さ
を
も
っ
た
場
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
壇
」
と
、
材
質
に
関
わ
ら
ず
「
蓮
華
座
」「
瑟
瑟
座
」
な
ど
一
体
の
仏
像
が
坐
す
ほ
ど
の
比
較
的
狭
い
場
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
座
」
と
で
は
語
の
も
つ
印
象
が
異
な
る
よ
う
に
思
う
。
実
際
、
①
〜
④
の
辞
典
の
う
ち
「
須
弥
座
」
で
項
目
を
立
て
る
①
は
「
其
の
上
に
本
尊
を
安
置
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
一
体
の
（
な
い
し
は
三
尊
像
の
よ
う
に
少
数
の
）
仏
像
を
の
せ
る
比
較
的
小
型
の
台
座
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
須
弥
壇
」
で
立
項
す
る
②
と
④
は
仏
殿
の
建
物
内
部
に
据
え
付
け
ら
れ
た
大
型
の
壇
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。
ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
、
本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
四
角
い
箱
形
の
腰
部
の
上
下
に
幅
の
広
い
框
を
設
け
た
形
式
の
仏
座
（
い
わ
ゆ
る
宣
字
座
）
は
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
「
須
弥
座
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
　
多
く
の
人
々
の
使
用
法
が
そ
の
時
代
の
標
準
形
と
な
り
、
時
の
経
過
と
と
も
に
意
味
用
法
が
変
化
す
る
言
葉
の
問
題
は
、
私
一
人
が
使
い
分
け
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
無
意
味
で
あ
ろ
う
し
、
必
ず
し
も
元
来
の
呼
称
を
守
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
も
な
か
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
四
角
い
箱
形
の
腰
－4－
須弥座について
部
の
上
下
に
幅
の
広
い
框
を
設
け
た
仏
座
（
宣
字
座
）
を
「
須
弥
座
」
と
呼
び
、
仏
殿
内
部
に
据
え
付
け
ら
れ
、
多
く
の
仏
像
を
の
せ
る
た
め
の
大
型
仏
壇
で
あ
る
「
須
弥
壇
」
と
区
別
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
　
　
二
、
須
弥
山
の
形
状
　
須
弥
座
と
須
弥
山
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
須
弥
山
の
形
状
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
須
弥
山
の
形
状
に
言
及
す
る
経
典
に
は
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
　
①
『
長
阿
含
経
』（
後
秦
・
佛
陀
耶
舍
共
竺
佛
念
訳
）（
６
）
　
　
其
山
直
上
。
無
有
阿
曲
。
　
②
『
立
世
阿
毘
曇
論
』（
陳
・
真
諦
訳
）（
７
）
　
　
四
角
端
直
。
譬
如
工
匠
善
用
縄
墨
処
成
板
柱
。
其
形
方
正
。
是
須
弥
山
。
亦
復
半
形
入
水
。
八
万
由
旬
。
半
形
出
水
。
八
万
由
旬
。
其
山
四
辺
。
各
八
万
由
旬
。
周
迴
三
十
二
由
旬
。
　
③
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』（
唐
・
玄
奘
三
蔵
訳
）（
８
）
　
　
〈
図
３
参
照
〉
　
④
『
大
楼
炭
経
』（
西
晉
・
法
立
共
法
炬
訳
）（
９
）
　
　
下
狭
上
稍
稍
広
。
上
正
平
。
　
⑤
『
起
世
経
』（
隋
・
闍
那
崛
多
等
訳
）（　
）
 １０
　
　
下
狭
上
闊
。
漸
漸
寛
大
。
端
直
不
曲
。
　
⑥
『
起
世
因
本
経
』（
隋
・
達
摩
笈
多
訳
）（　
）
 １１
　
　
下
狭
上
広
。
漸
漸
寛
大
。
端
直
不
曲
。
　
こ
の
う
ち
③
の
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』（
い
わ
ゆ
る
『
倶
舎
論
』）
に
は
須
弥
山
の
形
状
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
定
方
晟
氏
の
作
図
（
図
３
）
図３　『倶舎論』の須弥山（定方晟氏による）
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に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
の
か
た
ち
を
把
握
し
て
お
く
（　
）
。
須
弥
山
は
高
さ
 １２
八
万
由
旬
（
海
中
の
部
分
も
八
万
由
旬
）（　
）
の
正
四
角
柱
状
の
高
山
で
、
 １３
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
の
周
り
に
は
内
か
ら
持
双
山
・
持
軸
山
・
檐
木
山
・
善
見
山
・
馬
耳
山
・
象
耳
山
・
尼
民
達
羅
山
・
鉄
囲
山
の
各
山
が
同
心
正
方
形
状
に
こ
れ
を
取
り
巻
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
　
さ
て
、
①
〜
⑥
の
経
典
を
み
る
と
、
須
弥
山
の
形
態
的
特
徴
は
次
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
Ａ
垂
直
に
聳
え
て
い
る
。
　
Ｂ
四
角
柱
状
で
あ
る
。
　
Ｃ
下
は
狭
く
、
上
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
広
く
な
る
。
　
つ
ま
り
①
の
『
長
阿
含
経
』、
②
の
『
立
世
阿
毘
曇
論
』、
③
の
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
は
Ａ
と
Ｂ
の
組
み
合
わ
せ
に
成
る
も
の
で
あ
り
、
④
の
『
大
楼
炭
経
』、
⑤
の
『
起
世
経
』、
⑥
の
『
起
世
因
本
経
』
は
Ａ
と
Ｃ
の
組
み
合
わ
せ
に
成
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
い
う
須
弥
座
の
形
状
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
す
べ
て
の
特
徴
を
併
せ
も
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
三
、「
須
弥
座
」
の
用
例
　
次
に
「
須
弥
座
」（
一
部
「
須
弥
壇
」）
の
語
の
用
例
を
列
挙
す
る
。
管
見
に
よ
る
限
り
の
も
の
で
こ
れ
以
外
の
用
例
も
あ
る
こ
と
と
思
う
が
、
挙
げ
て
以
下
の
考
察
の
材
料
と
し
た
い
。
　
①
王
勃
「
梓
州
飛
烏
県
白
鶴
寺
碑
」
　
　
県
令
梁
宏
悦
、
県
丞
梁
敬
一
…
（
中
略
）
…
争
開
二
舎
利
之
壇
一
、
　
　
俯
二
会
衆
心
一
、
競
起
二
須
弥
之
座
一
。
　
②
王
勃
「
梓
州
慧
義
寺
碑
銘
序
」
　
　
弥
勒
下
生
像
一
鋪
、
諸
仏
新
変
相
一
龕
…
（
中
略
）
…
如
来
応
化
、
上
辞
二
兜
率
之
天
一
、
菩
薩
分
身
、
下
入
二
須
弥
之
座
一
。
　
③
『
薬
師
寺
縁
起
』（
長
和
四
年
・
一
○
一
五
）
金
堂
条
　
　
其
堂
中
安
二
置
丈
六
金
銅
須
弥
座
薬
師
像
一
一
。
　
④
『
七
大
寺
日
記
』（
嘉
承
元
年
・
一
一
○
六
）
大
安
寺
金
堂
条
　
　
金
堂
釈
迦
、
丈
六
、
東
等
身
金
銅
阿
弥
陀
、
須
弥
座
、
件
仏
背
光
左
右
、
宝
樹
形
以
レ
板
刻
造
之
、
　
⑤
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』（
保
延
六
年
・
一
一
四
○
）
大
安
寺
金
堂
条
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等
身
金
銅
阿
弥
陀
仏
須
弥
座
、
脇
侍
二
躰
、
観
音
勢
至
木
像
也
、
　
⑥
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
薬
師
寺
金
堂
条
　
　
中
尊
金
銅
丈
六
薬
師
像
須
弥
座
、
身
光
刻
二
付
半
出
七
仏
薬
師
像
一
、
又
縁
光
彫
二
飛
天
十
九
躰
一
、
其
須
弥
炎
刻
二
宝
塔
一
基
一
、（　
）
 １４
　
⑦
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
東
大
寺
大
仏
脇
士
丈
尺
事
条
　
　
□
色
 


坐
像
二
躰
大
各
三
丈
、
皆
八
角
須
弥
座
…
（
中
略
）
…
斯
二
（
金
カ
）

、
中
尊
石
座
之
外
、
別
坐
二
須
弥
座
一
、
　
⑧
『
扶
桑
略
記
』（
十
二
世
紀
初
）
白
鳳
九
年
条
　
　
薬
師
寺
金
堂
、
安
二
置
丈
六
金
銅
須
弥
座
薬
師
像
一
一
、
　
⑨
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』（
嘉
禎
四
年
・
一
二
三
八
）
巻
上
、
法
隆
寺
金
堂
条
　
　
次
向
東
戸
有
二
厨
子
一
、
推
古
天
皇
御
厨
子
也
、
其
形
腰
細
也
蓋
須
弥
座
、
以
二
玉
虫
羽
一
以
レ
銅
彫
透
唐
草
下
臥
レ
之
、
　
⑩
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
巻
上
、
法
隆
寺
金
堂
条
　
　
次
西
戸
方
有
二
厨
子
一
黒
漆
須
弥
坐
、
光
明
皇
后
之
母
、
橘
夫
人
所
レ
造
也
、
内
在
二
弥
陀
三
尊
一
古
帳
弥
勒
三
尊
云
々
、
以
二
金
銅
一
敷
レ
地
、
作
二
波
文
一
中
生
二
蓮
花
三
本
一
、
其
上
令
レ
坐
二
三
尊
一
、
太
子
已
後
者
也
、
高
八
尺
、
　
⑪
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
巻
上
、
上
宮
王
院
条
　
　
石
壇
二
重
、
最
上
名
二
須
弥
壇
一
、
　
⑫
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
巻
上
、
法
隆
学
問
寺
条
　
　
次
西
間
須
弥
壇
阿
弥
陀
三
尊
像
、
間
人
皇
女
聖
徳
太
子
高
橋
妃
御
本
体
故
、
尤
根
本
本
尊
也
　
こ
の
う
ち
①
と
②
は
中
国
の
用
例
で
あ
る
。
①
は
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
「
須
弥
座
」
項
が
用
例
と
し
て
引
く
も
の
。
初
唐
の
王
勃
（
六
五
○
〜
六
七
六
年
）
に
よ
る
碑
文
の
一
節
で
全
文
が
『
全
唐
文
』
に
載
る
（　
）
。
こ
 １５
れ
に
よ
れ
ば
白
鶴
寺
は
梁
武
帝
の
建
て
る
所
と
い
い
、
県
令
の
梁
宏
悦
、
県
丞
の
梁
敬
一
ら
が
「
争
ひ
て
舎
利
の
壇
を
開
き
、
会
衆
の
心
を
俯
し
て
、
競
ひ
て
須
弥
の
座
を
起
つ
。」
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
須
弥
之
座
」
と
は
、
「
舎
利
之
壇
」
と
対
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
お
そ
ら
く
は
仏
像
の
台
座
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
形
状
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
　
②
も
王
勃
の
碑
文
で
、
同
じ
く
『
全
唐
文
』
に
載
る
（　
）。「
弥
勒
下
生
 １６
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像
一
鋪
」
中
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
仏
座
と
目
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
も
そ
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
仏
座
が
須
弥
山
に
ち
な
む
も
の
か
、
あ
る
い
は
た
ん
に
「
高
い
」
台
座
を
意
味
す
る
も
の
か
、
こ
う
し
た
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。
中
国
の
用
例
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
だ
ろ
う
が
参
考
ま
で
に
二
例
ば
か
り
を
引
い
て
お
く
。
　
③
以
下
は
す
べ
て
日
本
の
用
例
で
あ
る
。
③
は
現
時
点
で
知
り
得
た
日
本
で
も
っ
と
も
古
い
「
須
弥
座
」
の
用
例
で
、
い
う
ま
で
も
な
く
現
存
す
る
薬
師
寺
金
堂
本
尊
像
の
台
座
（
図
４
）
を
「
須
弥
座
」
と
言
い
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑥
と
⑧
に
も
同
じ
作
品
に
つ
い
て
の
同
様
の
言
い
方
が
み
ら
れ
る
。
⑧
の
記
述
は
③
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
④
と
⑤
は
大
安
寺
の
同
一
の
仏
像
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
⑦
は
東
大
寺
大
仏
脇
士
像
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
。
こ
れ
ら
の
像
は
現
存
し
な
い
が
、「
須
弥
座
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
宣
字
形
の
台
座
に
の
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
⑨
は
法
隆
寺
の
玉
虫
厨
子
（
図
５
）
で
、
宮
殿
部
（
厨
子
本
体
）
を
の
せ
る
宣
字
座
部
分
を
「
須
弥
座
」
と
言
い
表
し
て
い
る
。
そ
の
形
状
を
「
其
形
腰
細
也
」
と
す
る
の
は
宣
字
形
の
台
座
の
特
徴
的
な
か
た
ち
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
⑩
は
⑨
の
す
ぐ
あ
と
に
続
く
箇
所
で
同
じ
よ
う
な
か
た
ち
の
台
座
を
も
つ
伝
橘
夫
人
念
持
仏
厨
子
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
図４　薬師寺金堂薬師如来像台座（背面）
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四
、「
須
弥
座
」
の
始
用
　
さ
て
、
右
の
用
例
は
数
と
し
て
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
日
本
に
お
け
る
「
須
弥
座
」
の
語
の
始
用
時
期
で
あ
る
が
、
右
で
述
べ
た
よ
う
に
③
の
『
薬
師
寺
縁
起
』（
一
○
一
五
年
）
の
そ
れ
が
最
古
の
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
奈
良
朝
成
立
の
史
書
、
資
財
帳
の
類
に
は
「
須
弥
座
」
の
語
は
み
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
本
に
お
い
て
「
須
弥
座
」
の
語
が
使
い
始
め
ら
れ
た
時
期
は
十
一
世
紀
初
頭
前
後
と
い
う
線
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
今
後
用
例
が
増
え
れ
ば
時
期
的
に
も
う
少
し
上
が
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
う
古
く
は
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（　
）
。
 １７
　
ま
た
③
〜
⑧
（
十
一
〜
十
二
世
紀
）
の
「
須
弥
座
」
の
語
は
い
ず
れ
も
仏
像
一
体
が
の
る
よ
う
な
宣
字
形
の
台
座
を
言
っ
て
お
り
、
多
数
の
仏
像
を
安
置
す
る
よ
う
な
大
型
の
壇
を
そ
の
よ
う
に
称
し
た
例
は
一
つ
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
当
時
須
弥
座
と
須
弥
壇
と
は
意
味
的
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
⑨
〜
⑫
の
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』（
一
二
三
八
年
）
が
「
須
弥
座
」「
須
弥
壇
」
両
方
の
語
を
使
用
し
な
が
ら
、「
須
弥
壇
」
は
大
型
の
壇
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
（　
）
。
 １８
　
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
大
江
親
通
の
『
七
大
寺
日
記
』（
一
一
○
六
年
）
お
よ
び
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』（
一
一
四
○
年
）
に
は
上
記
④
・
⑤
・
⑥
・
⑦
の
よ
う
な
「
須
弥
座
」
の
用
例
が
あ
る
一
方
で
、「
蓮
華
座
」
の
語
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
書
を
通
じ
て
「
蓮
華
座
」
の
使
用
例
は
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
興
福
寺
東
金
堂
条
に
「
金
銅
尺
迦
坐
像
高
三
尺
許
、
蓮
華
座
有
垂
裳
」
と
あ
る
た
っ
た
一
例
の
み
な
の
で
あ
る
。
当
時
親
通
が
実
見
し
た
諸
寺
の
仏
像
に
は
蓮
華
座
に
の
る
も
の
の
方
が
は
る
か
に
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
親
通
の
興
味
が
主
と
し
て
奈
良
時
代
の
古
い
仏
像
に
向
け
ら
れ
て
い
て
、
平
安
以
降
も
っ
ぱ
ら
つ
く
ら
れ
た
蓮
華
座
に
の
る
仏
像
に
図５　法隆寺玉虫厨子
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は
さ
し
て
注
意
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
が
、
理
由
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
右
の
興
福
寺
東
金
堂
釈
迦
像
の
例
で
は
「
蓮
華
座
」
と
し
た
後
に
「
有
垂
裳
」
と
の
添
え
書
き
が
あ
る
。
こ
の
像
は
現
存
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
垂
裳
は
、
裳
を
透
し
て
そ
の
下
に
並
ん
だ
蓮
弁
の
凹
凸
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
な
特
徴
的
な
形
式
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
垂
裳
は
中
世
以
降
の
彫
刻
作
品
に
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
親
通
の
目
に
は
奇
異
な
も
の
に
映
り
、
特
記
事
項
と
し
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
蓮
華
座
」
の
語
は
特
徴
的
な
垂
裳
を
も
つ
が
故
に
と
く
に
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
う
で
な
い
一
般
的
な
蓮
華
座
は
と
り
た
て
て
記
述
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
右
の
事
例
以
外
に
も
親
通
に
は
奇
異
な
も
の
、
め
ず
ら
し
い
も
の
を
多
く
書
き
留
め
る
傾
向
が
あ
る
が
、
④
〜
⑦
の
宣
字
形
の
須
弥
座
は
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
特
記
事
項
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
「
須
弥
座
」
の
語
を
用
い
た
の
は
親
通
ば
か
り
で
な
く
③
の
『
薬
師
寺
縁
起
』
や
こ
れ
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
⑧
の
『
扶
桑
略
記
』
の
筆
者
ら
も
共
通
の
認
識
の
下
に
こ
の
語
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
日
本
に
お
け
る
「
須
弥
座
」
の
語
は
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
蓮
華
座
と
の
区
別
を
は
か
る
た
め
に
平
安
中
期
以
降
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
五
、
須
弥
座
の
意
味
　
日
本
に
お
け
る
須
弥
座
（
宣
字
座
）
の
作
例
に
は
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
（
図
１
）
の
台
座
や
法
輪
寺
薬
師
如
来
像
（
図
２
）
の
台
座
の
ほ
か
、
法
隆
寺
金
堂
薬
師
如
来
像
・
同
阿
弥
陀
如
来
像
・
當
麻
寺
金
堂
弥
勒
仏
像
・
薬
師
寺
金
堂
薬
師
如
来
像
の
台
座
（
図
４
）、
さ
ら
に
は
法
隆
寺
玉
虫
厨
子
（
図
５
）
の
台
座
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
須
弥
山
を
摸
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
の
形
状
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
記
し
て
き
た
と
お
り
だ
が
、
こ
の
う
ち
法
隆
寺
金
堂
安
置
の
釈
迦
三
尊
像
（
中
の
間
）・
薬
師
如
来
像
（
東
の
間
）・
阿
弥
陀
如
来
像
（
西
の
間
）
の
各
須
弥
座
に
は
腰
部
四
面
の
鏡
板
に
彩
画
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
（　
）
、
玉
虫
厨
子
の
須
弥
座
腰
部
の
 １９
四
面
に
も
彩
画
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
そ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
須
弥
座
の
意
味
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
　
ま
ず
釈
迦
三
尊
像
の
台
座
（
図
６
）
は
二
つ
の
宣
字
座
を
上
下
に
重
ね
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ふ
つ
う
上
座
・
下
座
と
呼
ん
で
い
る
。
両
座
と
も
に
古
式
を
示
し
造
像
銘
の
推
古
天
皇
三
十
一
年
（
六
二
三
）
と
同
時
か
そ
れ
を
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
下
座
の
鏡
板
の
四
面
に
は
山
岳
（
図
７
）・
叢
林
・
飛
天
な
ど
が
描
か
れ
、
正
面
に
は
向
か
い
合
う
二
頭
の
獅
子
が
、
両
側
面
に
は
四
天
王
か
と
思
わ
れ
る
天
－10－
須弥座について
図６　法隆寺金堂釈迦三尊像台座
図７　同下座背面　山岳（赤外線写真）
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図８　同下座側面　天部像
図９　同上座背面　山岳
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須弥座について
部
像
（
図
８
）
が
各
面
に
二
躰
ず
つ
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
上
座
に
も
山
岳
（
図
９
）
や
飛
天
、
山
中
で
修
行
す
る
（
？
）
人
物
像
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
　
薬
師
像
の
台
座
（
図　
）
も
同
様
の
二
重
宣
字
座
で
あ
る
が
、
上
座
と
１０
下
座
に
は
彩
画
の
様
式
に
時
代
差
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（　
）
。
 ２０
よ
り
古
い
の
は
下
座
で
、
釈
迦
三
尊
像
の
台
座
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
落
が
甚
だ
し
い
も
の
の
そ
の
鏡
板
に
は
獅
子
（
図　
）・
１１
山
岳
（
図　
）・
僧
形
像
な
ど
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
上
座
は
こ
れ
よ
り
１２
や
や
遅
く
七
世
紀
後
半
〜
末
頃
の
作
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
四
面
に図１０　法隆寺金堂薬師如来像台座
図１２　同下座背面　山岳 図１１　同下座側面　獅子
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も
山
岳
（
図　
）
が
描
か
れ
て
い
る
（　
）
。
１３
 ２１
　
阿
弥
陀
像
の
台
座
（
図　
）
も
ま
た
二
重
の
宣
字
座
で
あ
る
が
、
こ
の
１４
う
ち
上
座
は
鎌
倉
時
代
（
貞
永
元
年
・
一
二
三
二
）
に
像
が
新
鋳
さ
れ
た
際
の
補
作
で
あ
る
。
下
座
は
釈
迦
三
尊
像
台
座
と
同
時
期
の
も
の
と
み
ら
れ
、
正
面
と
背
面
に
山
岳
（
図　
）
を
、
両
側
面
に
二
躰
ず
つ
の
天
部
像
を
描
１５
く
点
は
こ
れ
と
共
通
す
る
。
　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
台
座
に
み
ら
れ
る
山
岳
表
現
や
四
天
王
か
と
思
わ
れ
る
天
部
像
の
存
在
か
ら
は
た
だ
ち
に
須
弥
山
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
と
に
釈
迦
三
尊
像
の
台
座
に
関
し
て
は
先
学
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
松
浦
正
昭
氏
は
、「
三
尊
を
の
せ
る
二
重
台
座
の
四
面
に
は
、
仏
教
に
説
か
れ
る
須
弥
山
世
界
を
表
わ
す
さ
ま
ざ
ま
な
図
柄
が
描
か
れ
て
お
り
、
仏
像
と
台
座
絵
を
合
わ
せ
た
全
体
が
、
須
弥
山
上
方
に
位
置
す
る
釈
迦
浄
土
を
立
体
的
に
表
わ
す
よ
う
に
構
想
さ
れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
（　
）、
浅
井
和
春
氏
は
、「
こ
の
よ
う
な
二
重
の
台
座
に
坐
す
中
尊
の
 ２２
釈
迦
如
来
坐
像
は
、
ま
さ
に
須
弥
山
世
界
の
霊
山
浄
土
上
に
あ
っ
て
、
師
子
座
に
す
わ
り
、
三
昧
の
の
ち
起
き
て
世
界
を
凝
視
し
、
微
笑
し
た
と
説
く
経
典
（『
大
智
度
論
』）
の
内
容
を
具
体
化
し
た
も
の
」
と
さ
れ
る
（　
）
。
 ２３
　
た
し
か
に
釈
迦
三
尊
像
の
台
座
に
つ
い
て
は
私
も
右
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
の
作
例
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
右
の
よ
う
な
須
弥
座
の
解
釈
は
こ
の
台
座
が
釈
迦
像
を
頂
図１３　同上座正面（赤外線写真）
－14－
須弥座について
く
こ
と
を
前
提
と
す
る
が
、
薬
師
像
や
阿
弥
陀
像
の
場
合
に
は
「
釈
迦
浄
土
」「
霊
山
浄
土
」
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
お
く
と
し
て
も
（　
）
、
 ２４
薬
師
像
の
台
座
に
は
山
岳
図
は
描
か
れ
て
い
て
も
四
天
王
と
み
な
し
う
る
天
部
像
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
も
須
弥
座
（
宣
字
形
の
台
座
）
を
た
だ
ち
に
須
弥
山
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
る
。
事
情
は
も
う
少
し
複
雑
で
あ
ろ
う
。
図１４　法隆寺金堂阿弥陀如来像台座
図１５　同下座背面　山岳
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法
隆
寺
玉
虫
厨
子
の
台
座
は
縦
長
の
須
弥
座
と
こ
れ
を
支
え
る
脚
部
と
か
ら
成
り
、
そ
の
上
に
厨
子
本
体
で
あ
る
宮
殿
部
が
の
っ
て
い
る
。
宮
殿
部
の
軸
部
正
面
中
央
と
左
右
両
側
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
両
開
き
の
扉
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
正
面
の
扉
に
は
邪
鬼
を
踏
ま
え
た
天
部
像
（
図　
）
が
、
側
面
の
扉
に
は
菩
薩
像
（
図　
）
が
、
各
二
躰
ず
つ
描
か
１６
１７
れ
る
。
背
面
に
は
山
岳
上
に
三
基
の
塔
が
の
る
図
様
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
（
図　
）（　
）
。
１８
 ２５
　
須
弥
座
の
四
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ
主
題
の
異
な
る
彩
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
両
側
面
の
彩
画
は
捨
身
飼
虎
図
（
図　
）・
施
身
聞
偈
図
（
図　
）
１９
２０
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
釈
尊
の
前
生
の
物
語
を
絵
画
化
し
た
い
わ
ゆ
る
本
生
図
で
あ
る
が
、
前
者
は
釈
尊
の
前
生
た
る
薩

太
子
が
狩
り
で
山
中
に
分
け
入
っ
た
際
、
餓
死
し
か
け
た
母
子
虎
に
遭
遇
し
、
こ
れ
を
救
う
た
め
に
懸
崖
か
ら
身
を
投
げ
て
我
が
身
を
食
わ
せ
た
と
い
う
話
。
後
者
は
前
生
た
る
雪
山
童
子
が
山
中
（
雪
山
＝
ヒ
マ
ラ
ヤ
）
で
修
行
中
に
一
匹
の
鬼
と
出
遭
い
、
自
ら
の
命
と
引
き
換
え
に
真
理
を
説
い
た
偈
頌
を
聞
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
六
朝
絵
画
の
流
れ
を
図１６　法隆寺玉虫厨子宮殿部正面　天部像
図１７　同宮殿部側面　菩薩像
－16－
須弥座について
汲
む
古
式
の
手
法
で
山
岳
・
岩
・
土
坡
・
樹
木
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
と
く
に
モ
ザ
イ
ク
状
の
岩
の
連
続
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
山
岳
の
表
現
は
特
徴
的
で
あ
る
。
　
須
弥
座
正
面
に
は
中
央
に
上
下
に
わ
た
っ
て
三
個
の
香
炉
状
の
も
の
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
こ
れ
を
は
さ
ん
で
左
右
対
称
的
に
、
上
か
ら
一
対
の
飛
天
・
比
丘
・
獅
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図　
）。
飛
天
は
各
々
片
手
を
出
し
合
っ
２１
て
一
つ
の
香
炉
を
捧
げ
持
っ
て
い
る
。
二
比
丘
は
そ
れ
ぞ
れ
柄
香
炉
を
執
り
、
左
右
か
ら
突
き
出
し
た
テ
ラ
ス
状
の
岩
の
上
に
坐
す
。
獅
子
は
画
面
の
左
右
下
隅
に
あ
っ
て
、
こ
れ
も
特
徴
的
な
か
た
ち
の
岩
の
上
に
の
っ
て
い
る
。
こ
の
図
様
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
の
舎
利
供
養
図
説
の
ほ
か
複
数
の
解
釈
が
あ
っ
て
定
説
を
み
な
い
が
、
二
比
丘
お
よ
び
獅
子
が
坐
す
モ
ザ
イ
ク
状
の
岩
の
表
現
や
、
そ
こ
に
生
え
る
竹
の
様
子
な
ど
は
須
弥
座
両
側
面
の
彩
画
に
共
通
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
山
中
の
光
景
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
須
弥
座
の
背
面
に
描
か
れ
た
彩
画
（
図　
）
に
は
、
画
面
下
部
に
三
尊
２２
の
い
る
宮
殿
を
中
心
に
大
海
が
描
か
れ
、
そ
こ
か
ら
上
に
向
か
っ
て
高
く
聳
え
立
つ
山
岳
の
様
子
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
山
岳
の
頂
上
と
中
腹
に
は
計
五
つ
の
建
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
根
元
に
は
竜
が
巻
き
付
い
て
い
る
。
こ
の
山
岳
に
つ
い
て
は
早
く
に
小
野
玄
妙
氏
が
頂
上
の
宮
殿
を
利
天
、
中
腹
の
四
つ
の
建
物
を
四
天
王
宮
と
み
て
こ
れ
を
須
弥
山
と
す
る
解
釈
を
図１８　同宮殿部背面　山岳
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図２１　同須弥座正面　舎利供養図？ 図１９　玉虫厨子須弥座左側面　捨身飼虎図
図２２　同須弥座背面　須弥山図 図２０　同須弥座右側面　施身問偈図
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須弥座について
示
さ
れ
（　
）
、
以
来
ほ
ぼ
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 ２６
　
以
上
の
よ
う
な
玉
虫
厨
子
の
彩
画
を
通
覧
す
る
と
、
こ
と
に
そ
の
須
弥
座
に
描
か
れ
た
光
景
に
一
つ
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
四
面
が
と
も
に
山
岳
景
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
金
堂
諸
像
の
須
弥
座
に
も
共
通
す
る
。
　
で
は
、
こ
の
玉
虫
厨
子
の
須
弥
座
各
面
の
彩
画
が
す
べ
て
須
弥
山
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
解
釈
の
分
か
れ
る
正
面
の
図
様
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
両
側
面
の
彩
画
す
な
わ
ち
捨
身
飼
虎
図
・
施
身
聞
偈
図
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
そ
れ
に
は
あ
た
ら
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
薩
太
子
が
二
人
の
兄
と
と
も
に
狩
り
に
出
か
け
た
場
所
は
須
弥
山
で
は
な
く
、
ま
た
雪
山
童
子
の
物
語
は
そ
の
名
の
ご
と
く
雪
山
を
舞
台
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
須
弥
山
で
の
話
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
一
方
、
須
弥
座
の
背
面
に
は
須
弥
山
図
が
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
仮
に
須
弥
座
の
か
た
ち
自
体
が
須
弥
山
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
え
て
こ
こ
に
須
弥
山
の
図
様
を
描
く
必
要
は
な
い
わ
け
で
（　
）
、
 ２７
こ
の
こ
と
は
逆
に
す
べ
て
の
須
弥
座
が
須
弥
山
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
　
彩
画
を
有
す
る
法
隆
寺
金
堂
諸
像
お
よ
び
玉
虫
厨
子
の
台
座
の
検
討
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
四
角
い
箱
形
の
腰
部
の
上
下
に
幅
の
広
い
框
を
設
け
た
須
弥
座
（
宣
字
座
）
は
、
そ
の
か
た
ち
こ
そ
前
掲
①
〜
⑥
の
経
典
に
示
さ
れ
る
須
弥
山
の
姿
に
似
る
が
、
そ
れ
は
単
に
山
岳
（
な
い
し
は
高
山
）
の
表
象
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
た
だ
ち
に
須
弥
山
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
当
時
の
日
本
に
お
い
て
常
に
「
須
弥
座
＝
須
弥
山
」
と
い
う
概
念
が
存
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
　
　
六
、
須
弥
山
と
し
て
の
須
弥
座
　
以
上
の
よ
う
に
当
時
の
日
本
に
お
け
る
須
弥
座
は
必
ず
し
も
須
弥
山
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
山
岳
（
な
い
し
は
高
山
）
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
須
弥
座
を
も
っ
て
須
弥
山
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
前
述
の
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
の
台
座
の
例
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
小
論
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
須
弥
山
を
あ
ら
わ
す
須
弥
壇
に
つ
い
て
私
な
り
の
解
釈
を
付
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
鍵
と
な
る
の
は
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
日
本
に
お
い
て
須
弥
山
の
形
状
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
手
が
か
り
の
一
つ
は
や
は
り
玉
虫
厨
子
の
彩
画
に
あ
る
。
先
に
み
た
と
お
り
厨
子
の
須
弥
座
背
面
に
は
須
弥
山
が
描
か
れ
て
い
る
が
（
図　
）、
そ
の
か
た
ち
は
数
段
に
わ
た
っ
て
テ
ラ
ス
状
部
分
を
設
け
た
重
２２
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層
的
な
も
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
か
た
ち
の
須
弥
山
は
や
や
時
代
は
降
る
も
の
の
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
の
線
刻
画
（
図　
）（　
）
に
も
あ
ら
わ
さ
れ
２３
 ２８
て
い
る
。
蓮
弁
線
刻
画
の
そ
れ
は
俯
瞰
的
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
真
横
か
ら
の
視
点
で
描
い
た
も
の
が
玉
虫
厨
子
の
須
弥
山
図
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
ま
た
、
大
阪
四
天
王
寺
五
重
塔
の
地
下
に
検
出
さ
れ
た
石
組
み
も
こ
う
し
た
重
層
型
須
弥
山
の
一
例
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
台
風
で
倒
壊
し
た
同
塔
の
地
下
か
ら
は
心
礎
の
下
に
外
方
内
円
形
の
木
炭
層
が
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
の
木
炭
層
の
内
部
に
は
粘
土
が
充
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
上
下
五
層
に
わ
た
っ
て
石
組
み
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
同
寺
元
管
長
の
出
口
常
順
氏
は
玉
虫
厨
子
の
須
弥
山
図
お
よ
び
ペ
リ
オ
将
来
の
敦
煌
画
（「
三
界
九
地
之
図
」）
中
の
須
弥
山
図
と
の
類
似
か
ら
こ
の
方
図２３　東大寺大仏蓮弁線刻画　須弥山図
図２４　大阪・四天王寺五重塔地下遺構図
－20－
須弥座について
形
の
木
炭
層
と
石
組
み
と
を
須
弥
山
を
表
現
し
た
も
の
と
み
な
し
、
仏
舎
利
を
安
置
す
る
塔
が
堅
固
な
須
弥
山
の
上
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
と
の
解
釈
を
示
さ
れ
て
い
る
（
図　
）（　
）
。
２４
 ２９
　
右
の
よ
う
な
須
弥
山
の
形
状
に
つ
い
て
出
口
氏
は
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
第
十
一
に
「
蘇
迷
廬
山
に
四
層
級
あ
り
。
…
こ
の
四
層
級
は
妙
高
山
よ
り
傍
出
し
囲
繞
し
て
其
の
下
半
に
尽
く
。」
云
々
（　
）
と
あ
る
の
を
典
拠
と
 ３０
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
大
仏
蓮
弁
線
刻
画
の
所
依
経
典
と
し
て
は
『
華
厳
経
』『
梵
網
経
』
の
ほ
か
『
大
智
度
論
』
を
重
視
す
る
見
方
（　
）
も
あ
 ３１
り
、
ま
た
玉
虫
厨
子
の
須
弥
山
図
に
つ
い
て
は
『
海
竜
王
経
』
を
典
拠
と
す
る
見
方
（　
）
な
ど
も
あ
っ
て
、
重
層
型
の
須
弥
山
の
典
拠
は
い
ま
た
 ３２
だ
ち
に
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
の
こ
さ
れ
た
作
例
を
み
る
限
り
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
認
識
さ
れ
て
い
た
須
弥
山
の
定
型
が
右
の
よ
う
な
重
層
型
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
思
い
至
る
の
が
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
の
二
重
の
宣
字
座
と
こ
う
し
た
重
層
型
須
弥
山
と
の
形
状
の
類
似
で
あ
る
。
宣
字
座
を
上
下
に
重
ね
る
こ
と
で
重
層
型
須
弥
山
に
特
有
の
数
段
に
わ
た
る
テ
ラ
ス
状
部
分
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
描
き
起
し
図
に
よ
っ
て
両
者
を
比
較
す
れ
ば
そ
の
形
状
の
類
似
は
よ
り
明
瞭
に
な
る
だ
ろ
う
（
図　
・
図　
）
２５
２６
（　
）
。
す
な
わ
ち
、
単
体
で
の
須
弥
座
は
た
ん
に
山
岳
や
高
山
を
あ
ら
わ
 ３３す
が
、
こ
れ
を
二
重
に
か
さ
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
教
世
界
の
中
心
に
聳
え
立
つ
須
弥
山
を
よ
り
効
果
的
に
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
須
弥
座
の
問
題
に
つ
い
て
は
述
べ
足
り
な
い
点
も
多
い
が
、
こ
の
あ
た
り
で
ひ
と
ま
ず
筆
を
擱
く
こ
と
に
し
た
い
。
註（１
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
○
年
、
第
一
刷
）、
第
一
二
巻
、
二
四
頁
。
（
２
）
新
村
出
編
『
広
辞
苑
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
第
五
版
）。
（
３
）
望
月
信
成
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
三
六
年
、
第
一
刷
）、
第
三
巻
、
二
五
一
五
〜
二
五
一
六
頁
。
（
４
）
中
村
元
・
福
永
光
司
・
田
村
芳
朗
・
今
野
達
編
『
岩
波
仏
教
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
第
一
刷
）。
図２６　玉虫厨子須弥山図
　　　（描き起し図）
図２５　法隆寺金堂釈迦三尊像台座
　　　（描き起し図）
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（
５
）
③
の
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
は
同
項
目
内
の
挿
図
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
四
角
い
箱
形
の
腰
部
の
上
下
に
幅
の
広
い
框
を
設
け
る
形
式
の
仏
座
（
宣
字
座
）
を
「
須
弥
座
」、
よ
り
大
型
の
仏
壇
（
宣
字
座
で
は
な
い
）
を
「
須
弥
壇
」
と
記
し
て
区
別
を
は
か
っ
て
い
る
。
（
６
）『
長
阿
含
経
』
第
四
分
「
世
記
経
」、
大
正
蔵
第
一
巻
一
一
四
頁
。
（
７
）『
立
世
阿
毘
曇
論
』、
大
正
蔵
第
三
二
巻
一
八
一
頁
。
（
８
）『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』、
大
正
蔵
第
二
九
巻
五
九
〜
六
〇
頁
。
（
９
）『
大
楼
炭
経
』
巻
一
、
大
正
蔵
第
一
巻
二
七
七
頁
。
（　
）『
起
世
経
』
大
正
蔵
第
一
巻
三
一
〇
頁
。
１０
（　
）『
起
世
因
本
経
』
大
正
蔵
第
一
巻
三
六
五
頁
。
１１
（　
）
定
方
晟
『
須
弥
山
と
極
楽
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
七
九
年
）。
１２
（　
）
一
由
旬
は
七
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
。
１３
（　
）
こ
の
ほ
か
須
弥
座
に
似
た
語
と
し
て
「
須
弥
炎
」
が
あ
り
、
本
文
⑥
に
１４
あ
げ
た
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
薬
師
寺
金
堂
条
中
に
こ
の
語
が
み
え
る
ほ
か
、
同
書
大
安
寺
金
堂
条
、
興
福
寺
西
金
堂
条
に
も
使
用
例
が
あ
る
。
こ
の
「
須
弥
炎
」
に
つ
い
て
口
頭
発
表
（
文
末
「
付
記
」
参
照
）
時
に
は
「
須
弥
座
か
ら
立
ち
上
る
炎
の
意
で
光
背
の
こ
と
」
と
解
し
て
須
弥
座
の
用
例
に
加
え
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
星
山
晋
也
・
齊
藤
理
恵
子
両
氏
よ
り
、『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
の
当
該
箇
所
で
は
光
背
そ
の
も
の
は
「
光
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
、「
須
弥
炎
」
はsum
eru
（
妙
高
）
の
意
に
基
づ
き
「
光
背
の
頂
部
」
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
御
指
摘
を
受
け
た
。
い
ま
こ
れ
に
従
い
た
い
。
　
　
　
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
大
安
寺
金
堂
条
　
　
　
中
尊
丈
六
釈
迦
坐
像
以
右
足
敷
下
、
左
足
置
上
、
迎
接
印
也
、
光
中
化
仏
十
二
躰
、
飛
天
十
二
躰
、
須
弥
炎
安
多
宝
塔
、
其
塔
迴
有
雲
形
、
　
　
　
『
同
』
興
福
寺
西
金
堂
条
　
　
　
中
尊
金
色
丈
六
尺
迦
像
以
左
足
置
上
、
右
手
挙
レ
臂
掌
向
レ
外
申
二
五
指
一
、
左
手
置
二
膝
上
一
申
二
大
指
一
残
曲
之
、
光
中
伎
楽
十
六
躰
、
須
弥
炎
安
二
如
意
宝
珠
一
、
（　
）『
全
唐
文
』
巻
一
八
四
所
収
。
１５
（　
）『
全
唐
文
』
巻
一
八
四
所
収
。
１６
（　
）
今
回
検
索
し
た
史
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
須
弥
１７
座
」「
須
弥
壇
」
の
語
は
見
出
し
え
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
不
充
分
な
検
索
で
あ
る
が
識
者
の
御
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
①
『
日
本
書
紀
』、
②
『
続
日
本
紀
』、
③
『
日
本
後
紀
』、
④
『
続
日
本
後
紀
』、
⑤
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』、
⑥
『
日
本
三
代
実
録
』、
⑦
『
東
大
寺
要
録
』、
⑧
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
流
記
資
財
帳
』、
⑨
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
流
記
資
財
帳
』、
⑩
『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
流
記
資
財
帳
』、
⑪
『
法
隆
寺
縁
起
資
財
帳
（
東
院
縁
起
資
財
帳
）』、
⑫
『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』、
⑬
『
阿
弥
陀
悔
過
料
資
財
帳
』、
⑭
『
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
』、
⑮
－22－
須弥座について
『
観
心
寺
縁
起
実
録
帳
案
』、
⑯
『
安
祥
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
』、
⑰
『
広
隆
寺
資
財
帳
』、
⑱
『
河
内
国
観
心
寺
縁
起
資
財
帳
』、
⑲
『
広
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
』、
⑳
『
筑
前
国
観
世
音
寺
資
財
帳
』、
『
神
護
寺
実
録
帳
写
』、
『
伊
勢
国
近
長
谷
寺
資
財
帳
』、
『
今
昔
物
語
集
』、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』。
①
〜
⑦
に
つ
い
て
は
「
六
国
史
索
引
」（
吉
川
弘
文
館
）、『
続
日
本
紀
索
引
年
表
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
別
巻
、
岩
波
書
店
、
二
○
○
○
年
）
の
ほ
か
い
わ
ゆ
る
電
子
図
書
館
で
も
検
索
を
お
こ
な
っ
た
。
⑧
〜
⑫
に
つ
い
て
は
竹
内
理
三
編
『
寧
楽
遺
文
』
中
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
、
訂
正
七
版
）
に
よ
っ
て
検
索
し
、
松
田
和
晃
『
索
引
対
照　
古
代
資
財
帳
集
成　
奈
良
期
』（
す
ず
さ
わ
書
店
、
二
○
○
一
年
）
所
載
の
索
引
も
参
照
し
た
。
⑬
に
つ
い
て
は
松
田
和
晃
『
索
引
対
照 
古
代
資
財
帳
集
成 
奈
良
期
』
に
よ
り
検
索
し
た
。
⑭
〜
に
つ
い
て
は
竹
内
理
三
編
『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
七
年
、
第
二
刷
）
に
よ
り
検
索
し
た
。

は
さ
し
あ
た
り
角
川
文
庫
版
の
巻
末
索
引
に
よ
っ
た
。
（　
）
な
お
、
前
掲
『
岩
波
仏
教
辞
典
』「
須
弥
壇
」
項
は
、「
須
弥
壇
の
用
語
１８
は
近
世
に
は
い
っ
て
か
ら
の
も
の
ら
し
く
、
中
世
ま
で
は
〈
仏
壇
〉
と
称
し
て
い
る
」
と
す
る
が
、『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
の
用
例
を
見
落
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（　
）
①
『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
二
巻
「
法
隆
寺
」
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
１９
六
八
年
）、
②
『
法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
調
査
完
成
記
念 
国
宝
法
隆
寺
展
』
図
録
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
発
行
、
小
学
館
制
作
、
一
九
九
四
年
）、
③
『
法
隆
寺 
日
本
仏
教
美
術
の
黎
明
』
図
録
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
○
○
四
年
）
な
ど
。
な
お
本
論
文
所
載
の
図
版
の
う
ち
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
・
同
薬
師
如
来
像
・
同
阿
弥
陀
如
来
像
の
各
須
弥
座
彩
画
に
つ
い
て
は
す
べ
て
右
の
三
書
か
ら
複
写
し
た
。
（　
）
前
掲
（　
）
①
②
③
所
収
解
説
。
２０
１９
（　
）
薬
師
像
の
須
弥
座
に
は
上
座
・
下
座
と
も
に
天
部
像
は
確
認
さ
れ
て
い
２１
な
い
。
（　
）
松
浦
正
昭
「
釈
迦
三
尊
像
台
座
」
解
説
（
前
掲
（　
）
②
）。
２２
１９
（　
）
浅
井
和
春
「
金
堂
に
住
ま
う
仏
た
ち
の
世
界
」（『
週
刊
朝
日
百
科　
日
２３
本
の
国
宝
』
一
「
奈
良
・
法
隆
寺
」
一
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）。
（　
）
阿
弥
陀
像
の
下
座
天
板
上
面
に
は
現
在
の
安
置
像
と
異
な
る
像
を
据
え
２４
て
い
た
ら
し
き
痕
跡
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
薬
師
像
の
須
弥
座
も
他
像
の
台
座
の
転
用
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
（　
）
宮
殿
部
背
面
の
彩
画
に
つ
い
て
は
霊
鷲
山
図
と
み
る
の
が
一
般
的
で
あ
２５
る
が
多
宝
塔
供
養
図
と
み
る
見
方
も
あ
る
。
玉
虫
厨
子
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
林
良
一
・
鈴
木
嘉
吉
「
玉
虫
厨
子
」（『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
五
巻
「
法
隆
寺
」
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
片
岡
直
樹
「
玉
虫
厨
子
」（
大
橋
一
章
編
『
法
隆
寺
美
術 
論
争
の
視
点
』、
グ
ラ
フ
社
、
一
九
九
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八
年
）
を
参
照
。
（　
）
小
野
玄
妙
「
須
弥
山
古
図
考
」（『
東
洋
哲
学
』
一
五
ノ
一
○
・
一
一
、
一
２６
八
七
八
年
。
同
『
仏
教
美
術
』
甲
子
社
書
房
、
一
九
二
六
年
、
所
収
）。
（　
）
や
や
唐
突
め
く
が
、
こ
の
こ
と
は
中
国
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
出
土
の
Ｔ
字
２７
形
帛
画
の
形
状
が
崑
崙
山
を
表
象
す
る
こ
と
に
似
る
。
山
本
陽
子
氏
（「
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
出
土
の
Ｔ
字
形
帛
画
の
形
状
に
関
す
る
一
考
察
」『
仏
教
芸
術
』
二
五
三
、
二
○
○
○
年
）
に
よ
れ
ば
、
崑
崙
山
へ
の
昇
仙
の
さ
ま
を
あ
ら
わ
し
た
こ
の
帛
画
に
崑
崙
山
そ
の
も
の
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
、
帛
画
の
Ｔ
字
の
形
そ
の
も
の
が
「
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
」
し
た
仙
山
（
崑
崙
山
）
の
形
状
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
私
が
主
張
し
た
い
の
は
こ
れ
と
逆
の
論
理
で
あ
る
。
（　
）
図　
の
描
き
起
し
図
は
、
松
本
伸
之
「
東
大
寺
大
仏
蓮
弁
線
刻
画
の
図
２８
２３
様
に
つ
い
て
」（『
南
都
仏
教
』
五
五
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
っ
た
。
（　
）
出
口
常
順
「
四
天
王
寺
五
重
塔
礎
下
の
遺
構
と
須
弥
山
説
」（『
東
洋
２９
美
術
』
二
二
、
一
九
三
五
年
）。
な
お
、
図　
は
同
論
文
掲
載
の
も
の
で
２４
佐
藤
佐
氏
の
作
図
に
な
る
。
（　
）『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』、
大
正
蔵
第
二
九
巻
五
九
〜
六
○
頁
。
３０
　
　
 
蘇
迷
盧
山
有
四
層
級
。
始
従
水
際
尽
第
一
層
。
相
去
十
千
踰
繕
那
量
。
如
是
乃
至
従
第
三
層
尽
第
四
層
亦
十
千
量
。
此
四
層
級
従
妙
高
山
傍
出
囲
繞
尽
其
下
半
。
最
初
層
級
出
十
六
千
。
第
二
第
三
第
四
層
級
。
如
其
次
第
。
八
四
二
千
。
有
薬
叉
神
名
為
堅
手
住
初
層
級
。
有
名
持
鬘
住
第
二
級
。
有
名
恒
住
第
三
級
。
此
三
皆
是
四
大
天
王
所
部
天
衆
。
第
四
層
級
四
大
天
王
及
諸
眷
属
共
所
居
止
故
。
経
依
此
説
四
大
王
衆
天
。
如
妙
高
山
四
外
層
級
四
大
王
衆
及
眷
属
居
。
如
是
持
双
持
軸
山
等
七
金
山
上
亦
有
天
居
。
是
四
大
王
所
部
封
邑
。
是
名
依
地
住
四
大
王
衆
天
。
於
欲
天
中
此
天
最
広
。
三
十
三
天
住
在
何
処
。
頌
曰
。
　
　
　
　
妙
高
頂
八
万　
三
十
三
天
居　
四
角
有
四
峰　
金
剛
手
所
住
　
　
　
　
中
宮
名
善
見　
周
万
踰
繕
那　
高
一
半
金
城　
雑
飾
地
柔
軟
　
　
　
　
中
有
殊
勝
殿　
周
千
踰
繕
那　
外
四
苑
荘
厳　
衆
車
雑
喜
　
　
　
　
妙
池
居
四
方　
相
去
各
二
十　
東
北
円
生
樹　
西
南
善
法
堂
　
　
 
論
曰
。
三
十
三
天
住
迷
盧
頂
。
其
頂
四
面
各
八
十
千
。
與
下
四
辺
其
量
無
別
。
有
余
師
説
。
周
八
十
千
別
説
四
辺
各
唯
二
万
。
山
頂
四
角
各
有
一
峰
。
其
高
広
量
各
有
五
百
。
有
薬
叉
神
名
金
剛
手
。
於
中
止
住
守
護
諸
天
。
於
山
頂
中
有
宮
名
善
見
。
面
二
千
半
。
周
万
踰
繕
那
。
金
城
量
高
一
踰
繕
那
半
。
其
地
平
坦
亦
真
金
所
成
。
用
百
一
雑
宝
厳
飾
。
地
触
柔
軟
如
羅
綿
。
於
践
躡
時
隨
足
高
下
。
是
天
帝
釈
所
都
大
城
。
（　
）
前
掲
（　
）
松
本
論
文
。
３１
２８
（　
）
石
田
尚
豊
「
玉
虫
厨
子
絵
考
」（『
国
文
学
』
一
一
六
･
一
一
七
合
併
号
、
３２
一
九
八
二
年
。
同
『
日
本
美
術
史
論
集
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
八
年
、
所
収
）。
－24－
須弥座について
（　
）
図　
の
描
き
起
し
図
は
、『
図
説 
歴
史
散
歩
事
典
』（
山
川
出
版
社
、
一
３３
２５
九
七
九
年
）
に
、
図　
の
描
き
起
し
図
は
、
岩
永
省
三
「
奈
良
時
代
庭
２６
園
の
造
形
意
匠
」（
金
子
裕
之
編
『
古
代
庭
園
の
思
想 
神
仙
世
界
へ
の
憧
憬
』
角
川
選
書
、
二
○
○
二
年
）
に
よ
っ
た
。
〔
付
記
〕
　
本
稿
は
二
○
○
六
年
度
早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
第
一
回
例
会
（
同
年
一
一
月
一
一
日
、
於
早
稲
田
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
内
容
の
一
部
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
発
表
時
に
は
先
学
お
よ
び
学
兄
諸
氏
よ
り
有
益
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
感
謝
の
意
を
申
し
述
べ
た
い
。
　
な
お
末
尾
な
が
ら
こ
の
小
論
を
近
藤
大
介
君
の
霊
前
に
捧
げ
た
い
。
同
君
は
新
潟
産
業
大
学
人
文
学
部
を
首
席
で
卒
業
後
、
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
進
み
修
士
論
文
作
成
に
向
け
て
勉
学
に
励
ん
で
い
た
が
、
二
○
○
六
年
八
月
五
日
持
病
の
悪
化
に
よ
り
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
無
念
で
あ
る
。
仏
教
美
術
に
も
関
心
の
あ
っ
た
同
君
は
私
の
ゼ
ミ
の
研
修
旅
行
に
も
特
別
に
参
加
し
、
ゼ
ミ
生
の
面
々
と
と
も
に
奈
良
の
地
を
歩
い
た
も
の
で
あ
る
。
時
折
研
究
室
を
訪
ね
て
来
て
は
私
の
研
究
の
着
想
に
耳
を
傾
け
て
い
っ
た
同
君
。
こ
の
小
論
を
綴
り
な
が
ら
も
私
に
は
そ
う
し
た
彼
の
姿
が
思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。
記
し
て
冥
福
を
祈
る
。
（
二
○
○
七
年
二
月
校
了
）
